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Realization of a sustainable society is required, and for that, the contribution of the building industry is 
necessary. The purpose of this study is to show usefulness of high insulated house by CFD unsteady analysis 
that can show people invisible thermal environment. In addition, made a measurement and compare to guarantee 
the CFD analysis. As a result, it was shown that the high insulated house has a comfortable thermal environment 
throughout the day. 
 
































































時間の短縮を行った。各 CFD 解析の条件を表 2 に示す。 
CFD 解析と実測データの比較検証を行うにあたり、実







考に選定した。最終的に、2017/1/25～2017/1/31 の 1 週間
を解析対象期間とした。解析対象期間の気象条件として、





























































2016/11/29 11:40 頃～ 
2017/3/20 13:40 頃 
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乗平均平方根誤差（以下 RMSE：Root Mean Square Error）









 式 1 
図 5 に居間における実測および CFD 解析による空気温
度の結果を比較したグラフを、表 4 に部屋ごとに 24 時間
単位で算出した RMSE による精度検証の結果を示す。 





表 4 から、居間だけでなく他の 3 室においても 3 日目
頃から実測結果と解析結果の値が近くなり始めた。居間







トイレおよび寝室においては 7 日目の 1/31 の結果で最も






熱環境の考察では 7 日目の 1/31 の結果を用いる。また、
本研究では高断熱住戸の有用性を示すための温熱指標と
表２ CFD 解析の解析条件 
定常解析・非定常解析で共通の条件 定常解析の解析条件 
解析領域サイズ 40.5×40.5×16.0[m] サイクル数 549[cycle] 















12.1[℃] サイクル数 141,120[cycle] 
壁境界 

















地表面 No-slip 条件 流れ境界 東面 






土地 福岡（北緯 33.58[°]東経 130.38[°]） 
流速 
規定 
居間 角度:下向き方向 60[°] 速度:3.0[m/s] 日時 2017/1/25 4:00～1/31 4:00（168[h]） 
床下 角度:水平方向 0[°] 速度:3.0[m/s] 雲量 経時変化（図 3） 
 
  
図５ 居間における実測および CFD 解析の結果の比較 
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表４ RMSE による実測と CFD 解析の精度検証 
RMSE 
[℃] 
1/25 1/26 1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 
居間 12.8 7.90 1.04 0.62 0.95 1.05 0.64 
トイレ 10.0 6.00 1.04 0.90 1.00 0.87 0.48 
脱衣室 6.01 3.98 2.22 0.47 1.75 1.27 0.53 












表６ CFD 解析による SET＊の解析結果 
 A-A’（居間）断面 B-B’（居間・寝室）断面 C-C’（居間・トイレ）断面 
10 時 
   
14 時 
   
22 時 
   
翌日 
2 時 




表５ SET＊による実測と CFD 解析の精度検証 
空気温度 （解析値） 風速 （解析値） 
放射温度 （解析値） 代謝量 1.0[met] 
相対湿度 実測平均値（45[%]） 着衣量 0.7[clo] 
 
居間 居間 居間 トイレ 洗面室 
洋室 2 洋室 1 和室 WIC 
寝室 
洋室 1 和室 
玄関 
（b）CFD解析結果による結果と考察
CFD 解析による代表時刻の SET*の解析結果を表 6に示
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